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最
大
の
貢
献
で
あ
り
、
成
果
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
今
後
の
議
論
の
活
設
化
の
た
め
に
最
後
に
一
言
。
著
者
自
身
が
本

書
で
も
述
べ
る
よ
う
に
、
中
園
古
代
の
農
村
社
舎
は
、
古
典
古
代
等
と
比
べ
て

も
は
る
か
に
園
家
権
力
と
の
関
係
を
強
く
も
っ
て
い
る
。
祉
禽
の
あ
り
方
が
園

家
の
あ
り
方
を
決
定
す
る
と
同
時
に
、
園
家
権
力
の
あ
り
援
が
叉
祉
舎
を
規
定

す
る
面
を
も
っ
て
い
る。

園
家
論

・
政
治
史
論
と
合
せ
て
粧
品
閏
史
論
を
展
開
し

な
け
れ
ば
員
の
中
園
古
代
史
像
は
描
き
き
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に

も、

今
後
と
も
著
者
と
の
交
流

・
相
互
批
剣

・
共
同
研
究
を
進
め
て
行
く
こ
と

を
願
っ
て
い
る
。

一
九
八
六
年
九
月
東
京
青
木
書
庖

A
5
版

三
四
三
頁

六

五
O
O園

回
伸
一
成
著

中
園
の
宗
族
と
演
劇

林

手口

生

本
書
は
さ
き
に
『
中
図
祭
紀
演
劇
研
究
』
の
大
著
を
渡
表
さ
れ
た
田
仲
一
成

氏
が
、
そ
の
後
一

九
八
一
年
か
ら
一
九
八
四
年
に
か
け
て
、
香
港

・
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
・
ベ
ナ
ン
で
行
わ
れ
た
前
後
十
七
回
、
延
べ
滞
在
期
開
十
一
カ
月
に
お
よ

ぶ
精
綾
な
現
地
調
査
の
成
果
を
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
前
著
が
中
園
の

祭
紀
演
劇
の
盟
系
を
杜
禽
組
織
全
般
の
立
場
か
ら
考
察
さ
れ
た
の
に
劃
し
て
、

本
書
は
祭
杷
演
劇
を
組
成
す
る
単
位
と
し
て
宗
族
の
立
場
か
ら
宗
族
的
色
彩
が

現
れ
て
く
る
仕
組
み
を、

祭
犯
演
劇
の
設
生
段
階
で
あ
る
市
場
地
演
劇
か
ら
枚

数
終
着
段
階
で
あ
る
宗
族
内
紳
演
劇
ま
で
、
順
を
追
っ
て
検
討
さ
れ
て
い
る
。

本
蓄
が
刊
行
さ
れ
た
あ
と
も
、
出
制
々
と
中
図
の
演
劇
に
関
す
る
優
れ
た
論
文
を

夜
表
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
分
野
に
関
し
て
は
氏
の
濁
り
舞
妥
と
い
え
よ
う
。

近
年
、
中
閣
の
村
落
祉
舎
の
構
造
に
射
す
る
関
心
が
と
み
に
高
ま
っ
て
い
る

が
、
現
地
調
査
に
基
づ
い
た
資
料
が
清
末
か
ら
民
園
代
に
か
け
て
行
わ
れ
た
寅

態
調
査
に
限
定
さ
れ
て
い
る
現
朕
に
お
い
て
、
本
書
を
含
め
た
氏
の
精
力
的
な

現
地
調
査
に
基
づ
い
た
研
究
は
、
歴
史
研
究
の
分
野
の
み
な
ら
ず
社
合
拳

・
文

化
人
類
拳

・
地
理
風
平
等
か
ら
の
村
落
祉
曾
研
究
に
と
っ
て
も
多
く
の
重
要
な
一示

唆
を
輿
え
て
く
れ
る
。

以
下
、
一
千
一
百
頁
を
越
え
る
大
加
で
あ
る
が
、
若
干
の
乏
し
い
私
見
を
交

え
な
が
ら
、
各
章
の
内
容
を
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
ま
ず
、
本
書
の
章
別

構
成
を
目
次
に
従
っ
て
奉
げ
て
お
こ
う
。
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序第
一
篇
宗
族
設
立
市
場
の
外
神
祭
柁

序
章
市
場
地
祭
柁
演
劇
に
お
け
る
宗
族
統
制
の
機
構

第
一
章
上
水
彦
氏
と
石
湖
極
周
王
二
院
紳
誕
祭
紀

第
二
章
大
浦
頭
郵
氏
と
大
楠
奮
嘘
天
后
一
柳
誕
祭
柁

第
三
重
錦
田
泰
康
郵
氏
と
元
朗
奮
撞
建
醗
祭
柁

第
三
章
補
論
慶
村
郵
氏
と
度
村
市
建
酸
祭
紀

第
四
章
南
頭
賀
氏
と
長
洲
燈
建
熊
祭
柁

結
章
庚
東
型
か
ら
江
南
型
へ
の
設
展
の
方
向

第
二
篇
復
姓
村
落
連
合
の
外
一
柳
祭
杷

序
章
村
落
連
合
祭
柁
演
劇
に
お
け
る
宗
族
統
制
の
機
構

第
一
章
坪
洋
陳
氏
等
と
坪
峯
天
后
祭
柁

第
二
章
祉
山
陳
氏
等
と
林
村
約
建
酸
祭
紀

第
三
一
章
一
碗
客
馬
氏
等
と
関
帯

・
焚
仙
紳
誕
祭
杷

第
三
章
補
論
復
姓
村
落
の
祭
杷
組
織
|
蓮
花
地

・
牛
淫
建
醗
祭
柁
|

結
章
旗
東
型
か
ら
江
南
型
へ
の
設
展
の
方
向

第
三
篇
単
姓
村
落
の
外
紳
祭
記

序
章
皐
姓
村
落
祭
杷
演
劇
に
お
け
る
宗
族
統
制
の
機
構

第
一
一
章
龍
路
頭
郵
氏
建
醗
祭
柁

第
二
一
章
粉
嶺
彰
氏
元
脊
洪
朝
祭
犯

第
三
章

河

上
郷
侯
氏
洪
聖
紳
誕
祭
杷

結
章
廉
東
型
か
ら
江
南
型
へ
の
愛
展
の
方
向

第
四
篇
宗
族
・
同
姓
の
内
紳
祭
記

序
章
宗
族
内
紳
祭
柁
演
劇
に
お
け
る
宗
族
統
制
の
機
構

第
一
章
錦
田
郵
氏
元
宵
祭
柁

第
二
章
南
洋
輿
僑
婚
穫
祭
杷

第
三
章
南
洋
輿
僑
葬
躍
祭
杷

終
草
宗
族
演
劇
の
披
大
と
展
開

調
査
地
黙
徳
岡

索
引
(
て
宗
族
・
血
縁
組
織
事
項
索
引

二、

村
落
・
地
縁
組
織
事
項
索

引
三
、
地
域
紀
一
柳
名
索
引
四
、
儀
直
紀
一
洞
名
索
引
五
、
儀
雄
閥
係

事
項
索
引
六
、
祭
柁
演
劇
・
慈
能
関
係
事
項
索
引

I
歌
謡
・
読
唱
、

E
健
儲
戯
、

E
演
劇
、
附
検
字
表
〉

英
文
目
次

華
南
の
地
域
社
舎
は
市
場
・
村
落
が
全
て
皐
姓
・
復
姓
の
宗
族
か
ら
構
成
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
た
め
地
縁
系
単
位
の
祭
柁

・
演
劇
さ
え
も
宗
族
を
基
礎
に
成

立
し
、
そ
の
制
約
を
受
け
る
と
い
う
見
通
し
が
あ
る
。
そ
の
た
め
各
宗
族
は
内

紳
祭
犯
を
縫
う
と
同
時
に
、
血
縁
築
闘
の
外
部
に
あ
る
地
域
紳
祭
杷
(
外
紳
祭

杷
)
も
支
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
地
域
社
合
同
の
特
色
か
ら
、
前

著
『
中
園
祭
杷
演
劇
研
究
』
の
第
二
篇
序
論
で
、
氏
が
祭
柁
演
劇
を
祭
柁
の
杜

曾
経
済
機
能
に
基
き
、

-
地
縁
集
園
の
祭
紀
演
劇

yu
---市
場
的
村
落
連
合
の
祭
犯
演
劇

h
---共
同
程
的
村
落
連
合
の
祭
紀
演
劇

I
M
-
:
村
落
共
同
健
の
祭
紀
演
劇

H

血
縁
集
圏
の
祭
柁
演
劇

L
・・
・
宗
族
合
同
の
祭
柁
演
劇

h
・・
・
家
族
集
圏
の
祭
杷
演
劇

L
:
-家
長
私
宴
の
祭
柁
演
劇

と
分
類
さ
れ
た
の
を
、
本
書
で
は
宗
族
の
側
か
ら
祭
紀
演
劇
を
、
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V

外
紳
祭
紀
演
劇

L
--・
市
場
的
宗
族
連
合
の
外
神
祭
記
演
劇

h
・
共
同
値
的
宗
族
連
合
の
外
紳
祭
杷
演
劇

じ
:
翠
濁
宗
族
村
洛
の
外
紳
祭
紀
演
劇

r
-内
紳
祭
杷
演
劇

r---宗
族
合
同
の
内
科
祭
杷
演
劇

r
:家
族
集
固
の
内
紳
祭
杷
演
劇

r・・
・
家
長
私
宴
の
内
紳
祭
犯
演
劇

に
分
類
し
な
お
さ
れ
た
。
そ
の
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
祭
杷
演
劇
を
支
え
て
い
る

宗
族
の
役
割
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
香
港
新
界
の
客
家
系
宗
族
村
落
と
シ

ン

ガ
ポ
ー
ル
僑
民
を
事
例
に
、
各
宗
族
の
祭
柁
集
図
毎
に
次
の
課
題
を
検
討
さ
れ

た。(
一
)
祭
犯
を
支
え
る
人
的
・
財
政
的
組
織
が
ど
の
よ
う
な
宗
数
的
基
礎
の
上

に
編
成
さ
れ
て
い
る
か
。

会
乙

祭
杷
を
貫
く
儀
雄
習
俗
の
上
に
宗
族
的
な
組
織
観
念
が
ど
の
よ
う
な
形

で
反
映
し
て
い
る
か
。

(
一
二
)
祭
紀
儀
躍
(
習
俗
〉
の
一
部
と
し
て
品
固
ま
れ
て
い
る
杷
紳
演
劇
の
上
に

ど
の
よ
う
に
宗
族
的
な
生
活
概
念
が
投
影
さ
れ
て
い
る
か
。

ま
ず
第

一
篇
で
は
、
中
薗
の
祭
紀
演
劇
が
農
村
の
祭
紀
儀
躍
を
母
胎
に
設
生

し、

農
村
市
場
地

〈
捕
也
市
)
に
お
い
て
演
劇
に
縛
化
し
た
と
い
う
前
者
の
指
摘

を
う
け
て
、
市
場
地
演
劇
組
織
に
お
け
る
地
主
宗
族
の
地
位
に
つ
い
て
検
討
さ

れ
る
。
こ
れ
ま
で
櫨
市
の
祭
紀
演
劇
組
織
に
お
い
て
、
祭
杷
儀
躍
を
演
劇
に
制
開

化
す
る
進
歩
的
要
因
と
し
て
嘘
市
商
人
の
役
割
を
重
税
し
、
地
主
層
を
演
劇
へ

の
縛
化
や
市
場
地
特
有
の
演
劇
様
式
の
展
開
の
推
進
を
阻
止
す
る
反
動
的
存
在

と
の
み
規
定
し
て
き
た
。
し
か
し
、
撞
市
の
祭
記
演
劇
の
褒
展
は
反
動
的
要
因

と
し
て
作
用
し
た
地
主
層
の
側
か
ら
も
検
討
し
て
、
総
合
的
に
と
ら
え
る
必
要

が
あ
る
と
主
張
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
清
代
に
な
お
流
通
経
済
の
中
心
が
、
定
期

市
た
る
櫨
市
の
段
階
に
あ
っ
た
庚
東
省
の
新
安
豚
(
現
香
港
新
界
地
区
)
で
寅

地
調
査
を
行
い
事
例
資
料
を
収
集
さ
れ
た
。

村
落
が
皐
姓
・
複
姓
の
宗
族
で
構
成
さ
れ
る
華
南
で
は
、
櫨
市
を
め
ぐ
る
地

主
権
力
は
宗
族
権
力
の
関
係
に
還
元
で
き
る
と
い
う
。
こ
こ
で
は
燈
市
を
設
立

し
、
庖
舗
を
築
き
詩
人
を
招
い
て
地
租

・
舗
租
を
徴
枚
し
、
悼
也
市
の
交
易
の
利

を
得
て
い
る
特
定
の
地
主
宗
族
ま
た
は
そ
の
連
合
の
統
制
力
が
、
櫨
市
の
繁
栄

と
関
連
す
る
廟
の
祭
犯
に
ど
の
程
度
及
ん
で
い
る
か
が
検
討
さ
れ
る
。
そ
の
た

め
、
(
一
)
趨
市
の
商
人

・
住
民
と
は
無
関
係
に
濁
立
し
て
掌
握
し
て
ゆ
く
の

か
、
(
二
)
撞
市
の
一
商
人

・
そ
の
他
の
住
民
と
共
同
し
て
運
営
し
て
い
く
の

か
、
会
己
全
く
悼
也
市
の
商
人
に
運
営
の
質
権
を
委
ね
て
、
自
ら
は
関
輿
し
な

い
で
い
く
の
か
、
と
い
う
一
一一
つ
の
パ
タ
ー
ン
を
想
定
し
て
分
析
が
す
す
め
ら
れ

る。
第

一
章
で
は
(
一
〉
の
例
と
し
て
、
特
定
の
宗
族
が
悼
也
市
を
設
立
し
、
櫨
市

内
の
廟
の
祭
犯
を
主
催
し
て
き
た
事
例
が
検
討
さ
れ
る
。
捕
也
市
が
宗
族
村
洛
の

勢
力
閣
の
交
叉
す
る
交
易
貼
に
成
立
し
、
商
業
利
盆
を
求
め
て
各
宗
族
が
競
合

す
る
故
に
、
特
定
の
宗
族
が
伸
也
市
の
濁
占
支
配
を
維
持
す
る
の
は
困
難
と
な

る
。
そ
の
た
め
有
力
宗
族
が
連
合
し
て
撞
市
を
中
心
と
す
る
村
落
連
合
を
形
成

し
て
、

宗
族
聞
の
協
調
と
調
整
を
図
っ

て
い
た
。
し
か
し
宗
族
は
趨
市
祭
犯
に

は
不
熱
心
で
、
儀
穫
は
簡
略
化
さ
れ
演
劇
も
奉
献
さ
れ
ず
、
宗
族
の
協
調
を
園

る
宴
舎
が
祭
犯
の
中
心
と
な
る
。
と
こ
ろ
が
各
姓
の
宗
族
が
そ
れ
ぞ
れ
の
村
落

で
行
う
祭
杷
の
儀
雄
や
演
劇
に
は
熱
心
で
、
盛
大
に
催
し
て
い
る
と
い
う
。

第
二
章
と
第
三
章
で
は
(
二
)
の
例
と
し
て
、
悼
也
市
を
設
立
し
た
有
力
宗
族

が
極
市
内
の
一
商
人
と
祭
記
組
織
を
形
成
し
た
事
例
が
検
討
さ
れ
る
。
趨
市
に
お
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け
る
宗
族
の
支
配
は
、
他
の
宗
族
の
挑
戦
を
受
け
や
す
く
、
濁
占
権
を
維
持
す

る
こ
と
は
困
難
で
、
抜
大
を
描
明
け
る
燈
市
の
祭
柁
組
織
を
濁
力
で
支
配
で
き
な

く
な
る
。
そ
の
結
果
、
極
市
の
雑
姓
一
商
人
と
周
透
村
落
の
他
姓
宗
族
も
加
え

て
、
支
配
宗
族
を
中
心
と
す
る
諸
姓
連
合
の
形
で
麹
市
の
祭
紀
組
織
が
再
編
成

さ
れ
る
と
い
う
。

こ
の
場
合
、
不
在
地
主
で
あ
る
支
配
宗
族
の
地
位
は
名
署
職
的
に
後
退
し
、

建
磁
の
祭
柁
儀
睡
も
本
来
の
目
的
た
る
孤
魂
の
救
済
よ
り
も
、
現
世
利
金
を
求

め
感
謝
す
る
紳
思
酬
謝
に
重
き
が
置
か
れ
て
く
る
。
そ
し
て
祭
紀
演
劇
も
古
風

な
武
劇
よ
り
も
近
代
的
な
轡
愛
悲
劇
が
好
ま
れ
、
諸
一柳
に
奉
納
す
る
よ
り
も
経

費
を
集
め
る
た
め
観
客
を
楽
し
ま
せ
る
側
面
が
強
く
な
る
と
い
う
。
流
通
経
済

の
愛
逮
に
伴
い
、
支
配
宗
族
は
自
己
の
村
域
内
の
建
際
祭
犯
を
支
配
す
る
の
が

限
度
と
な
り
、
や
や
離
れ
た
撞
市
の
祭
記
権
を
支
配
す
る
だ
け
の
力
を
飲
く
よ

う
に
な
る
と
述
べ
ら
れ
る
。

第
四
章
で
は
(
三
)
の
例
と
し
て
、
悼
也
市
の
支
配
宗
族
が
、
壇
市
の
祭
柁
組

織
に
全
く
閥
輿
し
て
い
な
い
事
例
が
検
討
さ
れ
る
。
支
配
宗
族
が
完
全
な
不
在

地
主
で
あ
る
の
と
、
続
市
住
民
と
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
を
異
に
し
て
い
た
た
め
、
地

元
の
祭
杷
組
織
か
ら
完
全
に
遊
離
し
て
い
る
。
櫨
市
の
祭
杷
組
織
は
趨
市
内
の

住
民
が
自
治
的
に
形
成
し
、
悼
也
市
の
経
済
力
を
背
景
に
毎
年
太
卒
清
醗
を
行
っ

て
い
る
。
そ
の
際
の
各
種
の
儀
躍
は
、
捕
也
市
の
信
徒
の
好
奇
心
を
刺
激
す
る
よ

う
、
儀
躍
の
軍
調
な
部
分
は
省
略
し
て
波
手
で
演
劇
的
な
演
出
が
目
立
つ
。
祭

紀
演
劇
も
古
劇
を
主
と
す
る
も
の
の
、
武
劇
か
ら
才
子
佳
人
劇
に
偏
重
し
て
い

る
。
こ
う
し
た
展
開
は
地
主
宗
族
の
保
守
的
統
制
か
ら
自
由
な
撞
市
祭
犯
の
環

境
の
な
か
で
の
み
震
揮
し
う
る
と
論
じ
ら
れ
る
。

結
章
で
は
、
捕
也
市
に
お
け
る
祭
犯
演
劇
の
設
展
を
、
農
村
を
支
配
し
て
い
る

有
力
地
主
宗
族
の
撞
市
支
配
と
の
関
わ
り
か
ら
考
察
さ
れ
る
。
地
主
宗
族
に
と

っ
て
本
来
の
経
済
行
篤
は
、
国
土
を
佃
戸
に
耕
作
さ
せ
て
佃
租
を
徴
収
す
る
こ

と
で
あ
り
、
悼
也
市
を
設
立
し
商
戸
を
招
き
租
を
徴
収
す
る
行
震
は
、
副
次
的
な

も
の
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
い
う
。
麹
市
は
「
虚
し
い
も
の
」
、
制
到
し
て
田
土
は

「
確
貧
な
も
の
」
と
い
う
質
感
を
彼
等
は
も
っ
て
い
た
。
}
商
戸
も
少
な
く
防
御

橋
壁
を
持
た
な
い
鹿
市
は
、
短
期
的
利
殖
の
具
で
は
あ
っ
て
も
、
安
定
性
・

永
績
性
に
歓
け
る
財
産
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
撞
市
に
富
を
蓄
積
す
る
こ
と
は

危
険
で
、
地
主
宗
族
は
撞
市
に
居
住
せ
ず
農
村
敏
船
舶
に
執
着
し
て
田
土
に
投
資

し
、
撞
市
に
射
し
て
は
遠
隔
操
作
を
す
る
に
と
ど
ま
る
。
そ
し
て
雄
市
商
戸
か

ら
の
徴
租
権
さ
え
確
保
で
き
れ
ば
よ
く
、
捕
也
市
の
祭
杷
組
織
へ
の
関
輿
な
ど
は

本
来
望
ん
で
い
な
か
っ
た
と
い
う
。
こ
の
こ
と
が
農
村
空
聞
の
中
で
、
悼
也
市
の

祭
杷
演
劇
が
保
守
的
な
地
主
宗
族
の
規
制
か
ら
は
ず
れ
て
設
展
を
と
げ
え
た
大

き
な
要
因
で
あ
っ
た
と
著
者
は
指
摘
さ
れ
る
。

こ
れ
に
劃
し
て
集
市
が
市
銀
に
設
展
し
た
江
南
先
進
地
帯
で
は
、
市
銀
の
祭

柁
組
織
は
市
銀
自
慢
の
内
部
に
、
城
居
地
主
宗
族
が
核
と
し
て
存
在
し
、
そ
の

周
迭
村
落
を
経
済
的
に
従
属
さ
せ
て
い
る
た
め
、

周
遊
村
落
の
多
数
の
地
主
宗

族
が
構
成
メ
ン
バ
ー
と
し
て
組
織
に
加
わ
る
。
そ
の
た
め
祭
紀
組
織
は
市
銀
宗

族
を
援
と
す
る
周
遊
村
落
の
宗
族
連
合
の
形
を
と
り
、
組
織
の
規
模
も
大
き
く

な
り
市
銀
宗
族
の
組
織
掌
渥
力
は
か
え
っ
て
弛
緩
し
て
い
く
と
い
う
。

次
に
第
二
篇
で
は
、
農
村
空
間
で
市
場
地
に
次
い
で
演
劇
を
受
入
れ
た
基
盤

で
あ
る
村
落
連
合
の
祭
杷
演
劇
が
検
討
さ
れ
る
。

農
村
空
聞
で
は
水
利
共
同
盤

的
な
村
落
連
合
の
よ
う
に
、
よ
り
小
さ
な
規
模
で
数
箇
の
緊
密
な
村
落
の
連
合

が
成
立
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
こ
う
し
た
村
落
連
合
は
農
作
物
に
及
ぶ
自
然

災
害
を
梯
う
た
め
の
祭
杷
を
蓄
積
し
、
災
害
の
源
と
な
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
る

幽
魂
・
孤
魂
を
鎮
撫
す
る
た
め
の
建
酸
祭
犯
を
盛
ん
に
行
う
。
そ
し
て
村
落
連

合
の
建
酸
祭
犯
が
市
場
地
の
建
醗
祭
杷
に
波
及
し
、
ま
た
市
場
地
演
劇
が
村
落
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連
合
の
祭
杷
演
劇
に
波
及
し
た
と
い
う
。

共
同
鐙
的
村
洛
連
合
は
経
済
組
織
・
行
政
組
織
・
祭
柁
組
織
の
三
者
の
要
素

を
併
有
す
る
農
村
の
基
本
的
権
力
組
織
で
あ
り
、
内
部
の
統
制
は
殿
し
く
外
部

に
針
し
て
閉
鎖
的
防
御
的
性
絡
を
持
つ
が
、
そ
の
祭
犯
は
孤
立
村
落
よ
り
も
規

模
が
大
き
く
開
放
的
で
あ
っ
た
た
め
、
市
場
地
に
次
い
で
早
く
演
劇
を
受
入
れ

た
と
い
う
。
ま
た
中
園
の
農
村
の
比
較
的
大
規
模
な
祭
杷
演
劇
の
過
牢
は
村
落

連
合
演
劇
が
占
め
、
そ
れ
だ
け
中
園
祭
杷
演
劇
に
重
要
な
位
置
を
占
め
る
。
村

落
漣
合
の
祭
柁
組
織
は
村
落
が
構
成
車
位
と
な
る
が
、
華
南
の
場
合
、
祭
杷
組

織
は
地
域
内
の
複
数
宗
族
の
連
合
鐙
と
し
て
現
れ
る
。

本
筋
で
は
村
落
連
合
祭
柁
組
織
を
次
の
三
つ
の
類
型
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
に

つ
い
て
地
主
宗
族
の
地
位
が
検
討
さ
れ
る
。

(
一
)
少
数
の
村
落
か
ら
成
る
共
同
値
的
村
落
連
合
鐙
が
更
に
数
筒
集
合
し

た
、
庚
域
の
積
層
複
合
的
な
村
洛
連
合
の
祭
肥
組
織
。

(
二
)
多
数
の
村
落
が
共
同
盟
的
基
盤
を
共
有
し
直
接
に
結
合
し
て
い
る
、
比

較
的
庚
域
の
村
落
連
合
の
祭
花
組
織
。

(
三
)
少
数
の
村
落
が
共
同
磁
的
基
盤
を
共
有
し
直
接
に
結
合
し
て
い
る
、
狭

減
の
小
規
模
村
落
連
合
の
祭
杷
組
織
。

第
一
章
で
は
〈
二
の
例
と
し
て
、
六
つ
の
「
約
」
(
各
約
は
数
ケ
村
か
ら

な
る
共
同
鰻
的
連
合
)
の
連
合
か
ら
な
る
祭
犯
組
織
が
検
討
さ
れ
る
。
相
到
象
地

域
で
は
開
拓
宗
族
を
核
に
、
六
つ
の
「
約
」
を
中
心
に
、
殆
ど
全
村
溶
の
代
表
的

な
姓
氏
グ
ル
ー
プ
を
結
集
し
て
祭
犯
組
織
を
形
成
し
、
天
后
一柳
誕
に
際
し
天
后

閥
に
祭
犯
を
奉
献
し
て
い
る
。
祭
柁
儀
躍
は
正
誕
日
に
各
村
落
の
花
畑
舎
が
花

畑
座
に
花
胞
を
持
込
む
「
還
焔
」
と
、
再
配
分
す
る

「
賜
畑
」
の
行
事
が
主
で

簡
略
化
さ
れ
て
い
る
。
祭
紀
演
劇
は
四
日
五
夜
の
闘
す
劇
と
二
夜
の
潮
州
劇
か
ら

な
り
、
う
ち
潮
州
劇
は
村
落
連
合
組
織
の
内
部
で
米
を
主
に
商
品
の
流
通
を
掌

握
す
る
新
界
北
部
の
潮
州
人
全
陸
の
奉
献
に
か
か
る
と
い
う
。
以
前
は
惚
儲
劇

が
奉
献
さ
れ
て
い
た
が
近
年
男
劇
に
獲
化
し
、
演
目
も
勢
劇
の
古
典
劇
・
名
劇

に
加
え
女
性
観
客
を
意
識
し
て
慾
愛
劇
を
上
演
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

天
后
廟
を
中
心
と
す
る
村
落
連
合
鐙
が
、
農
業
生
産
の
面
と
一
商
業
流
通
の
面

と
で
そ
の
主
燈
を
異
に
し
、
か
つ
エ
ス
ユ
シ
テ
ィ
も
異
に
す
る
た
め
、
祭
犯
の

二
重
構
造
、

祭
柁
演
劇
の
分
裂
が
生
起
し
た
。
ま
た
演
目
の
拙
炭
化
は
、
庚
域
の

杜
禽
闘
を
基
盤
と
し
て
多
様
な
祉
曾
毘
閣
を
包
み
こ
み
、
楠
也
市
の
祭
犯
組
織
に
近

い
環
境
を
有
す
る
村
落
連
合
組
織
の
性
格
か
ら
生
じ
た
と
述
べ
る
。
村
落
連
合

組
織
の
結
合
の
基
盤
は
農
業
共
同
値
に
あ
る
が
、
組
織
の
出
来
方
は
あ
る
程

度
、
商
業

・
行
政
を
媒
介
と
す
る
鮎
も
あ
り
、
こ
れ
が
庚
域
積
層
型
の
多
元

2
5妖
)
村
落
連
合
の
特
徴
だ
と
論
じ
る
。

第
二
章
で
は
つ
一
〉
の
例
と
し
て
、
箪
姓
又
は
複
姓
の
宗
洞
を
中
心
に
、
強
固

な
宗
族
組
織
を
も
っ
村
洛
二
十
数
ケ
村
か
ら
構
成
さ
れ
、
水
利
共
同
慢
の
質
陸

を
有
す
る
約
が
分
析
さ
れ
る
。
こ
の
組
織
は
村
落
連
合
の
形
を
と
り
な
が
ら
、

買
質
的
な
部
分
で
は
「
宗
族
連
合
」
で
あ
る
。
祭
杷
組
織
と
し
て
、
天
后
廟
を

中
心
に
十
年
に
一
回
建
酸
祭
犯
を
穆
行
す
る
が
、
祭
柁
全
穫
に
健
制
内
的
・
保

守
的
な
色
刷
杉
が
強
く
、
図
家
・
宗
族
の
安
寧
を
前
提
に
敵
主
個
人
の
延
誇
と
財

貨
の
獲
得
な
ど
、
極
め
て
世
俗
的
な
祈
願
を
す
る
な
ど
、
権
威
と
道
徳
を
誇
示

す
る
姿
勢
が
強
い
と
い
う
。

祭
柁
演
劇
で
は
号
劇
が
上
演
さ
れ
、
そ
の
演
目
は
近
代
的
な
市
場
地
系
の
演

劇
が
主
と
な
る
が
、
古
風
な
演
目
も
配
し
郷
村
特
有
の
保
守
的
な
忠
孝
節
義
の

思
想
を
鼓
吹
す
る
演
劇
の
傾
向
も
残
し
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
村
落
連
合
の
祭

記
組
織
は
有
力
宗
族
の
統
制
が
よ
く
貫
徹
し
て
い
て
、
祭
杷
儀
種
、
祭
紀
演
劇

の
面
に
保
守
的
な
特
徴
を
示
す
典
型
的
・
標
準
的
な
類
型
を
代
表
し
て
い
る
と

論
じ
ら
れ
る
。
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第
三
章
で
は
〈
三
〉
の
例
と
し
て
、
小
規
模
な
山
聞
の
宗
族
村
落
連
合
の
祭

犯
が
検
討
さ
れ
る
。
こ
の
約
は
馬
姓
を
中
心
と
し
た
複
数
宗
族
の
連
合
鐙
の
性

格
を
有
し
、
毎
年
開
一
帝
と
焚
天
の
紳
誕
祭
杷
を
家
行
す
る
。
村
落
規
模
が
小
さ

い
の
に
、
毎
年
商
紳
一柳
誕
祭
紀
を
維
持
し
て
い
る
の
は
、
馬
氏
を
中
心
と
す
る

宗
族
が
公
産
や
宗
族
組
織
を
背
景
に
、
博
統
の
維
持
に
努
め
て
い
る
た
め
と
考

え
る
。
祭
紀
儀
穫
は
簡
素
で
、
む
し
ろ
演
劇
奉
献
が
中
心
行
事
で
、
由
市
劇
を
演

じ
事
前
に
配
役
を
公
示
す
る
な
ど
古
い
演
劇
習
慣
を
残
す
も
の
の
、
や
は
り
武

劇
よ
り
才
子
佳
人
劇
に
傾
い
て
い
る
と
い
う
。
山
聞
の
村
落
宗
族
連
合
の
祭
柁

組
織
は
、
強
い
エ
ス

ニ
シ
テ

ィ
と
共
同
種
的
利
害
に
よ
っ
て
強
固
な
車
姓
宗
族

支
配
の
形
を
作
り
や
す
い
が
、
祭
紀
演
劇
は
市
場
地
演
劇
と
同
様
に
近
代
化
さ

れ
て
い
く
と
論
じ
る
。

結
章
で
は
江
南
に
お
け
る
祭
杷
演
劇
が
庚
東
型
か
ら
愛
展
し
た
も
の
と
論

じ
、
そ
の
特
色
が
検
討
さ
れ
る
。
庚
東
で
は
祭
記
閣
、
祭
紀
組
織
が
縮
小
す
る

に
つ
れ
て
、
中
核
と
な
る
有
力
宗
族
の
統
制
力
が
強
ま
り
、
儀
雄
、
演
劇
の
形

態
に
保
守
的
性
格
が
強
く
な
る
と
い
う
。
ま
た
、
「
約
」
の
範
閣
で
ま
と
ま
っ

て
い
る
村
落
連
合
組
織
で
特
に
宗
族
の
支
配
が
強
く
、
祭
紀
儀
睡
及
び
演
劇
が

保
守
的
な
宗
族
統
制
の
枠
内
に
抑
え
ら
れ
る
傾
向
が
強
い
と
い
う
。
庚
東
地
方

で
は
多
数
の
異
な
っ
た
エ
ス
ニ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ
が
競
合
的
に
併
居
し
、
グ
ル
ー

プ
閲
に
械
嗣

・
抗
争
が
紹
え
ず
、
制
到
立
を
や
わ
ら
げ
る
役
割
を
果
た
す
べ
き
撞

市
の
交
易
媒
介
の
機
能
も
十
分
に
成
熟
し
て
お
ら
ず
、
常
に
紛
争
の
可
能
性
を

は
ら
ん
で
い
た
。

こ
う
し
た
多
元
的
郷
村
社
舎
で
は
、
単
な
る
生
産
目
的
だ
け
の
共
同
鐙
的
村

落
連
合
は
成
立
し
に
く
い
。
村
落
連
合
は
共
同
防
衛
の
た
め
の
組
織
と
し
て
重

視
さ
れ
る
た
め
、
防
術
組
織
の
枠
を
越
え
た
徐
り
に
も
多
数
の
「
約
」
や
「
村
」

の
連
合
や
、
庚
域
の
連
合
も
成
立
し
に
く
い
と
い
う
。
最
も
遜
正
な
規
模
と
し

て
維
持
し
や
す
い
の
は
「
約
」
の
レ
ベ
ル
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
中
核
と
な
る
有

力
宗
族
が
そ
の
統
制
力
を
祭
杷
全
般
に
わ
た
り
貫
徹
さ
せ
う
る
傑
件
に
あ
り
、

そ
の
た
め
村
落
連
合
の
祭
杷
儀
雄
や
演
劇
が
、
捕
也
市
の
そ
れ
に
比
べ
て
か
な
り

の
保
守
性
を
示
す
と
い
う
。
多
元
的
エ
ス
ニ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ
が
雑
居
し
、
か
っ

交
易
経
済
が
小
櫨
市
レ
ベ
ル
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
迭
境
後
進
地
匿
の
村
落
連
合

の
特
徴
が
、
庚
東
の
事
例
に
集
中
し
て
現
れ
る
と
論
じ
ら
れ
る
。

謝
し
て
江
新
先
進
地
匡
で
は
、
村
落
連
合
は
経
済
的
契
機
を
媒
介
と
し
て
形

成
さ
れ
る
。
市
銀
経
済
が
設
達
し
た
篠
件
で
は
、
速
く
離
れ
た
村
落
も
結
び
つ

け
う
る
の
で
、
多
く
の
村
落
車
位
・
宗
族
車
位
か
ら
な
り
、
か
つ
庚
い
地
域
を

包
掻
す
る
庚
域
多
元
村
落
連
合
が
形
成
さ
れ
や
す
い
と
い
う
。
村
落
連
合
の
祭

紀
や
演
劇
の
規
模
が
、
市
銀
演
劇
に
匹
敵
す
る
レ
ベ
ル
を
示
す
貼
が
先
進
地
区

の
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
治
安
に
不
安
が
な
い
の
で
、
有
力
地
主
宗
族
は
擦
大
し

た
連
合
鐙
形
成
が
可
能
だ
し
、
近
郷
の
趨
市
に
移
住
し
投
資
し
て
市
銀
に
護
迷

さ
せ
う
る
。
あ
る
い
は
有
力
地
主
の
銭
貼
が
渡
透
し
て
、
近
郊
の
趨
市
と
合
鐙

し
て
新
し
い
大
市
銀
に
な
る
ケ
l
ス
も
あ
る
と
い
う
。
こ
こ
で
は
農
村
共
同
鐙

を
基
盤
と
し
て
形
成
さ
れ
た
村
落
連
合
・
宗
族
連
合
も
、
常
に
市
場
地
に
縛
化

す
る
可
能
性
を
有
し
て
い
る
。
市
銀
は
地
主
権
力
の
嬢
黙
そ
の
も
の
と
し
て
成

長
す
る
パ
タ
ー
ン
が
多
い
。
そ
の
た
め
市
銀
の
祭
柁
風
俗
は
、
ス
ト
レ
ー
ト
に

村
落
連
合
援
黙
の
祭
犯
に
及
ん
で
く
る
こ
と
に
な
り
、
元
来
市
場
地
か
ら
設
生

し
た
祭
柁
演
劇
が
、
農
村
地
匿
に
俸
播
す
る
上
で
極
め
て
好
都
合
で
あ
る
。
歴

史
的
に
地
方
劇
が
江
市
削
先
進
地
匡
で
最
初
に
展
開
し
た
の
は
、
こ
う
し
た
背
景

に
基
く
と
述
べ
ら
れ
る
。

し
か
し
庚
東
で
は
市
場
地
で
褒
逮
し
た
演
劇
も
、
農
村
の
村
落
連
合
の
嬢
鮎

で
は
、

宗
族
地
主
の
保
守
的
統
制
を
受
け
て
展
開
を
阻
止
さ
れ
る
。
ま
た
農
村

の
村
落
連
合
嬢
勲
自
鐙
が
楠
也
市
や
市
場
地
に
愛
達
す
る
可
能
性
が
ほ
と
ん
ど
な
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い
た
め
、
結
果
と
し
て
極
市
の
華
美
な
市
場
地
演
劇
と
村
落
連
合
嬢
黙
の
地
味

な
農
村
演
劇
が
、
融
合
せ
ず
に
針
時
併
存
し
た
ま
ま
推
移
し
て
き
た
と
指
摘
さ

れ
る
。第
三
篇
で
は
華
南
に
多
い
皐
姓
村
落
の
祭
柁
演
劇
が
検
討
さ
れ
る
。
単
姓
村

落
の
小
規
模
な
祭
柁
組
織
で
は
猫
自
に
祭
杷
演
劇
を
穆
行
し
に
く
く
、
事
例
や

演
劇
の
頻
度
も
少
な
い
が
、
祭
柁
演
劇
の
構
造
か
ら
み
る
と
、
最
も
安
定
し
た

地
主
系
演
劇
の
嬢
貼
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
軍
姓
村
落
レ
ベ
ル
で
、
山
歌
、
高

脚
、
人
形
劇
、
鍵
鼓
、
八
一音
な
ど
「
演
劇
」
に
進
化
す
る
以
前
の
削
減
村
の
農
耕

儀
雄
と
結
び
つ
い
た
諸
整
能
が
祭
紀
組
織
を
基
盤
と
し
て
維
持
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
上
、
車
姓
村
落
で
は
村
落
の
祭
記
組
織
が
形
式
的
に
は
村
落
の
組
織
で

あ
り
な
が
ら
、
質
質
的
に
は
宗
族
の
組
織
と
し
て
存
立
す
る
と
い
う
二
重
構

造
・
癒
着
構
造
が
現
出
す
る
と
い
う
。
現
貨
に
は
若
干
の
他
姓
・
雑
姓
を
含
む

た
め
、
宗
族
が
血
縁
組
織
の
枠
内
に
ひ
き
こ
も
っ
て
、
地
縁
組
織
で
あ
る
村
落

を
疎
外
し
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
逆
に
血
縁
組
織
の
枠
を
こ
え
て
外
姓
を
含
む

地
縁
組
織
と
融
合
し
て
い
る
か
が
本
筋
の
問
題
と
な
る
。

さ
ら
に
箪
姓
村
落
が
複
数
集
落
か
ら
成
る
複
村
形
態
か
、
単
一
集
落
か
ら
成

る
皐
村
か
、
ま
た
村
域
が
康
い
か
狭
い
か
と
い
う
こ
と
を
考
慮
し
て
次
の
三
つ

の
類
型
を
設
定
し
た
上
で
祭
杷
組
織
が
検
討
さ
れ
る
。
(
一
)
軍
姓
複
合
散
居

村
落
の
祭
杷
組
織
、
(
二
)
皐
姓
複
合
集
居
村
落
の
祭
柁
組
織
、
会
己
摩
姓

間
早
村
の
祭
紀
組
織
。

そ
し
て
祭
紀
閣
の
庚
さ
は
(
三
〉
↓
(
二
)
↓
(
一
〉
の

順
に
縮
小
し
、
宗
族
統
制
も
こ
の
順
に
強
度
が
強
く
な
り
、
単
純
化
さ
れ
る
。

第
一
章
で
は
(
一
〉
の
例
と
し
て
五
園
六
村
に
分
居
し
て
い
る
事
例
が
検
討

さ
れ
る
。
こ
の
地
区
で
は
十
年
に
一
回
村
洛
の
行
事
と
し
て
大
建
礁
が
行
わ
れ

る
が
、
直
接
の
祭
杷
費
用
を
ほ
ぼ
宗
族
の
族
産
か
ら
ま
か
な
う
た
め
、
地
主
宗

族
一
族
の
み
で
運
営
組
織
や
儀
燈
組
織
が
構
成
さ
れ
て
い
る
。
礁
に
祖
先
が
降

臨
す
る
と
考
え
、
ま
た
一

族
の
子
孫
繁
祭
を
強
調
す
る

「
天
姫
迭
子
」
を
特
に

標
傍
す
る
な
ど
、
外
一
神
祭
犯
が
内
科
祭
犯
に
近
い
設
定
で
行
わ
れ
る
。
儀
穫
は

保
守
的
で
、
特
に
樗
棒
振
り
・
滞
振
り

・
火
玉
投
げ
・
火
の
輪
回
し
・
火
鉢
振

り
な
ど
「
打
武
」
と
呼
ば
れ
る
慈
能
的
儀
躍
が
行
わ
れ
る
が
、
こ
れ
は
昔
村
落

に
娯
楽
の
少
な
か
っ
た
時
代
に
は
、
道
士
の
儀
雄
自
鐙
も
削
眠
障
常
的
鑑
賞
の
封
象

で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
と
い
う
。
演
技
は
非
常
に
難
度
が
高
く
、
古
代
中
園
の

俸
承
欝
能
で
あ
る
雑
技
の
系
統
を
引
く
可
能
性
と
、
道
士
と
俳
優
の
系
統
上
の

同
根
関
係
を
推
定
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
大
臓
に
論
じ
て
い
る
鮎
が
興
味
深

い
。
演
劇
は
女
性
観
客
好
み
の
才
子
佳
人
劇
に
重
黙
が
お
か
れ
る
。

ま
た
建
礁
の
際
、
正
規
の
構
成
員
と
認
め
ら
れ
る
の
は
、
地
主
宗
族
の
姓
の

者
に
限
ら
れ
、
し
か
も
一
族
全
て
を
包
鎖
し
て
い
な
い
。
こ
れ
は
単
姓
村
落
で

も
集
落
が
分
散
し
て
複
村
に
な
る
と
、
公
産
を
掌
握
す
る
中
心
グ
ル
ー
プ
と
そ

の
縁
逃
に
押
し
や
ら
れ
る
グ
ル
ー
プ
と
に
分
極
す
る
た
め
だ
と
い
う
。
建
醗
祭

犯
は
元
来
地
縁
組
織
と
し
て
の
村
落
の
境
域
を
浄
め
る
た
め
、
土
地
の
紳
た
る

祉
稜
、
土
紳
が
主
役
だ
が
、
質
際
は
宗
族
の
澗
堂
に
癒
着
し
、
宗
族
柁
租
祭
-
柁

に
近
い
形
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
古
い
儀
式
婆
能
を
演
じ
る
停
統
的
な
環
境

ゃ
、
奮
来
の
祭
杷
概
念
が
残
さ
れ
て
い
る
黙
が
、
翠
姓
宗
族
村
落
の
保
守
的
特

色
で
あ
る
と
論
じ
ら
れ
る
。

第
二
章
で
は
(
二
〉
の
例
と
し
て
一
幅
建
系
の
大
姓
村
落
が
取
上
げ
ら
れ
る
。

村
で
は
農
事
の
預
祝
行
事
で
あ
る
「
太
卒
洪
朝
」
が
奉
行
さ
れ
、
そ
の
祭
杷
組

織
は
族
長
を
中
心
に
長
老
組
織
が
運
営
し
、
費
用
は
宗
族
の
公
産
か
ら
支
出
さ

れ
る
。
農
祭
(
元
宵
や
秋
祭
〉
で
は
普
通
宗
族
内
紳
が
主
役
と
な
る
が
、
こ
こ

で
は
外
紳
た
る
北
帯
が
主
役
の
位
置
を
占
め
る
。
こ
れ
は
宗
族
と
社
一
仰
が
一
睡

不
可
分
の
関
係
に
あ
り
、
宗
族
が
村
落
か
ら
遊
離
す
る
以
前
の
古
い
形
態
を
残

し
て
い
る
か
ら
と
考
え
る
。
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祭
犯
は
完
全
な
外
紳
祭
柁
で
、
本
質
的
に
は
農
祭
の
性
格
を
も
ち
、
孤
魂
幽

鬼
を
超
度
す
る
と
い
う
側
面
は
目
立
た
な
い
代
り
に
、
一
隔
を
新
る
「
問
杯
」
が

盛
大
に
行
わ
れ
、
ま
た
北
日
は
「
健
」
系
の
雑
技
が
豊
富
に
織
込
ま
れ
娯
祭
の
目

的
も
強
か
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
最
終
日
の
長
大
な
紅
紙
に
宗
族
の
人
丁
名
を

一
人
一
行
ず
つ
奮
い
た
傍
文
を
園
堵
に
貼
っ
て
い
く
「
麿
傍
」
に
、
全
て
の
儀
躍

の
力
結
が
集
中
し
て
い
る
と
い
う
。
そ
の
後
一
種
の
盤
作
祈
願
の
歌
で
あ
る
蘇

歌
を
合
唱
し
、
ま
た
歌
劇
闘
を
招
い
て
歌
曲
の
演
唱
が
行
わ
れ
る
。
宗
族
村
落

の
特
徴
と
し
て
地
主
宗
族
一
族
だ
け
で
組
織
を
濁
占
し
外
姓
を
排
除
す
る
が
、

宗
族
と
し
て
は
一
族
の
戸
主
丁
男
を
全
て
組
織
の
構
成
者
と
し
て
加
入
さ
せ
、

年
齢
階
層
を
重
ん
じ
る
宗
族
理
念
を
強
く
打
出
し
て
い
る
。
箪
姓
村
落
で
は
、

「
保
田
禾
」
・
「
新
雨
」
・
「
保
六
蓄
」
・
「
逐
疫
」
な
ど
共
同
鐘
的
祭
杷
が
多
く
、

業
徐
性
の
農
村
慈
能
が
こ
の
レ
ベ
ル
で
凌
達
し
維
持
さ
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
、

地
方
套
能
史
の
上
で
翠
姓
村
落
の
祭
犯
は
非
常
に
重
要
だ
と
指
摘
さ
れ
る
。

第
三
震
で
は
(
三
)
の
近
似
事
例
と
し
て
、
四
村
連
合
の
一
分
肢
の
側
面
と

恩
姓
皐
村
の
側
面
の
雨
方
を
備
え
て
い
る
村
落
が
取
上
げ
ら
れ
る
。
こ
の
村
落

で
は
、
毎
年
度
東
の
土
紳
で
あ
る
洪
聖
王
の
紳
誕
祭
柁
が
行
わ
れ
、
そ
の
際
に

卑
劇
が
奉
献
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
祭
紀
組
織
は
地
主
宗
族
の
同
族
組
織
を
基
礎

と
し
て
構
成
さ
れ
、
豊
富
な
族
産
を
背
景
に
開
催
さ
れ
る
。
た
だ
多
額
の
演
劇

費
を
補
う
た
め
、
外
姓
か
ら
か
な
り
の
醸
金
を
受
入
れ
て
い
る
が
、
そ
の
酸
金

も
日
頃
地
主
宗
族
の
経
済
的
影
響
力
の
下
で
生
活
し
て
い
る
が
放
で
、
組
織
運

営
の
面
で
も
財
政
の
面
で
も
地
主
宗
族
の
支
配
が
強
く
貫
徹
し
て
い
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
と
い
う
。
祭
紀
行
事
は
演
劇
を
除
く
と
「
鎗
畑
」
が
主
要
な
儀

式
で
、
演
劇
の
演
目
は
、
か
つ
て
武
劇
主
健
だ
っ
た
が
観
客
層
の
第
化
に
よ
り

文
戯
主
慢
と
な
っ
た
。
が
、
日
演
に
先
立
ち
「
八
仙
奔
紳
」
「
跳
加
官
」
「
天

妃
迭
子
」
の
儀
躍
演
目
が
、
古
式
に
則
り
連
績
し
て
上
演
さ
れ
る
。
こ
の
事
例

は
有
力
宗
族
に
よ
る
市
場
地
祭
紀
組
織
の
支
配
形
態
に
近
い
が
、
日
頃
か
ら
地

主
|
佃
戸
閥
係
な
ど
を
遁
し
て
周
迭
の
庚
い
範
園
の
雑
姓
・
外
姓
と
の
関
係
を

培
養
、
す
な
わ
ち
宗
族
が
地
縁
杜
舎
を
支
配
し
て
い
る
こ
と
が
僚
件
と
な
り
、

ま
た
演
劇
に
古
色
を
残
し
て
い
る
の
も
「
宗
族
に
よ
る
地
縁
祉
舎
の
支
配
」
と

い
う
構
造
が
、
こ
こ
に
集
中
的
に
現
れ
て
い
る
か
ら
と
論
じ
て
い
る
。

結
章
で
は
、
車
姓
村
落
の
諸
類
型
を
通
じ
て
箪
姓
宗
族
が
、
ど
の
よ
う
な
機

構
で
ど
の
程
度
村
落
の
祭
紀
組
織
を
支
配
し
て
い
る
か
が
検
討
さ
れ
る
。
宗
族

の
外
姓
に
桝
到
す
る
支
配
機
構
の
黙
か
ら
は
、
〈
一
〉
庚
域
の
畢
姓
車
村
↓
(
二
)

狭
域
の
皐
姓
複
村
↓
(
三
〉
狭
域
の
皐
姓
箪
村
の
順
に
精
密
化
す
る
が
、
車
姓

村
落
に
お
い
て
嘗
の
皐
姓
宗
族
が
、
村
落
及
び
そ
の
祭
紀
組
織
を
外
姓
・
雑
姓

と
の
劉
抗
関
係
に
お
い
て
濁
占
的
に
支
配
し
て
い
く
前
提
と
し
て
、
一
、
賞
一
該一

宗
族
が
人
口
や
回
土
を
堕
富
に
擁
す
る
有
力
地
主
宗
族
と
し
て
の
勢
力
を
も

っ
、
二
、
盟
富
な
公
産
を
保
有
と
い
う
こ
僚
件
が
必
要
と
な
る
。
皐
姓
村
落
演

劇
は
数
が
少
な
い
が
、
宗
族
に
よ
る
村
落
祭
杷
演
劇
の
支
配
の
型
と
し
て
は
、

復
姓
宗
族
連
合
組
織
よ
り
も
純
粋
で
あ
り
基
礎
的
な
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め

宗
族
の
血
縁
組
織
の
原
理
が
、
村
落
の
地
縁
組
織
原
理
と
の
謝
抗
関
係
に
お
い

て
最
も
強
く
現
れ
て
く
る
と
論
じ
る
。
ま
た
祭
犯
に
お
け
る
葱
能
や
儀
雄

・
演

劇
が
保
守
的
だ
が
、
こ
れ
は
観
客
層
の
意
識
や
公
演
の
環
境
が
ま
だ
奮
時
代
の

そ
れ
と
封
臨
服
す
る
も
の
を
残
し
て
い
る
か
ら
と
い
う
。

劃
し
て
市
銀
経
済
が
愛
達
し
た
先
進
地
域
で
は
、
近
郊
の
諸
宗
族
村
落
と
連

合
鐙
を
作
っ
て
祭
杷
を
行
う
。
市
銀
経
済
の
深
化
の
た
め
孤
立
村
落
の
存
在
す

る
徐
地
が
な
く
、
通
常
の
農
祭
や
廟
祭
に
闘
し
て
軍
一
村
落
、
軍
一
宗
族
の
み

の
祭
杷
組
織
は
ほ
と
ん
ど
成
立
し
え
な
い
と
い
う
。
そ
れ
で
も
「
龍
王
祭
杷
」

な
ど
単
一
村
落
だ
け
で
行
う
祭
柁
も
あ
り
、
特
に
保
守
的
な
患
姓
村
落
で
は
、

祭
把
金
て
に
演
劇
を
奉
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
山
歌
溜
唱
や
健
編
戯
な
ど
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古
い
紫
撲
な
農
村
襲
能
を
奉
じ
て
い
る
と
い
う
。
車
姓
村
落
の
祭
犯
に
お
い

て
、
宗
族
支
配
が
農
村
議
能
の
存
繍
基
盤
と
し
て
機
能
し
て
い
る
こ
と
に
な
る

と
い
う
の
が
著
者
の
本
筋
の
結
論
で
あ
る
。

最
後
に
第
四
篇
で
は
宗
族
内
神
祭
犯
に
つ
い
て
、
そ
の
組
織

・
儀
雄

・
演
劇

等
の
構
造
が
分
析
さ
れ
る
。
中
閣
の
演
劇
史
は
宋
元
か
ら
明
清
に
か
け
て
、
大

地
主
宗
族
の
村
落
支
配
の
強
化
が
進
む
に
従
い
、
地
縁
聞
な
市
場
|
村
落
の
祭

柁
演
劇
か
ら
、
血
縁
的
な
宗
族
内
演
劇
に
向
か
っ
て
枚
数
し
て
き
た
と
論
じ

る
。
そ
し
て
演
目
も
宗
族
内
の
道
徳
後
吹
に
適
合
す
る
「
忠
孝
節
義
」
劇
や
家

庭
劇
を
中
心
に
類
型
化
さ
れ
て
く
る
。
そ
れ
だ
け
に
宗
族
内
演
劇
に
は
、
明
清

以
来
の
中
園
演
劇
の
宗
族
支
配
、
地
主
支
配
の
構
造
的
特
色
が
集
中
的
に
凝
縮

し
て
い
る
と
い
う。

本
篇
で
は
従
来
儒
穫
の
み
で
あ
っ
た
宗
族
祭
紀
、
特
に
祖
先
を
紀
る
杷
祖
祭

犯
に
も
演
劇
が
導
入
さ
れ
る
プ
ロ
セ
ス
お
よ
び
要
因
が
検
討
さ
れ
る
が
、
明
中

葉
以
降
の
宗
族
内
に
お
け
る
擬
制
家
族
員
の
存
在
と
抜
大
が
、
宗
族
祭
犯
の
儒

教
的
な
「
冠
婚
葬
祭
」

儀
躍
を
通
俗
化
さ
せ
演
劇
の
導
入
を
可
能
に
し
た
と
考

え
て
い
る
。
宗
族
関
の
劉
立
の
激
し
い
庚
東
で
は
、
各
宗
族
は
血
縁
関
係
が
不

明
瞭
で
も
、
同
姓
集
闘
の
合
同
組
織
(
す
な
わ
ち
擬
制
宗
族
)
の
形
成
に
よ
る

規
模
の
披
大
を
望
ん
だ
。
大
宗
洞
の
目
的
は
各
房
か
ら
の
神
位
の
入
胴
で
、

「
進
主
」
が
重
要
な
行
事
と
な
る
が
、
血
縁
意
識
が
稀
薄
な
組
織
で
あ
る
た
め

不
正
入
澗
が
起
こ
り
易
か
っ
た
。
そ
の
た
め

「進
主
」
の
と
き
に
各
房
の
代
表

を
招
き
、
盛
大
な
演
劇
を
行
う
手
繍
き
を
課
し
て
族
員
に
披
露
さ
せ
た
と
い

う
。
演
劇
が
不
正
入
洞
防
止
の
手
段
で
あ
る
と
同
時
に
、
宗
法
儀
躍
で
は
参
集

し
に
く
い
各
房
を
ひ
き
つ
け
る
手
段
と
し
て
導
入
さ
れ
た
と
論
じ
ら
れ
て
い

る
。
間
租
の
祭
犯
で
あ
っ
て
も
血
縁
一
意
識
が
稀
薄
な
各
房
の
族
衆
に
と
っ
て
、

演
劇
だ
け
が
各
房
を
結
合
さ
せ
得
る
媒
介
物
で
あ
っ
た
と
い
う
。

第

一
章
で
は
新
界
随
一
の
大
宗
族
の
元
宵
節
祭
犯
を
事
例
に
、
宗
洞
合
同
演

劇
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
る
。
こ
の
地
主
宗
族
は
洪
聖
廟
や
天
后
廟
の
よ
う
な
祉

一
柳
の
祭
犯
に
は
熱
心
で
な
く
、
周
王
二
公
洞
や
文
武
廟
な
ど
の
官
僚
紳

・
科
名

紳
の
祭
刊
に
熱
意
を
一
示
す
。
元
山
円
節
に
宗
洞
と
祉
廟
に
同
時
に
祭
刊
を
献
じ
る

が
、
祭
柁
組
織
は
ほ
ぼ
完
全
な
宗
族
の
み
の
組
織
で
、

宗
族
組
織
が
地
縁
組
滋

を
吸
収
し
た
形
を
と
る
。
宗
族
は
、
前
年
中
に
生
れ
た
男
子
新
丁
を
一
族
の
成

員
と
し
て
正
式
に
迎
え
入
れ
る
重
要
な
儀
式
と
し
て
、
元
官円
節
を
位
置
づ
け
て

い
る
。
ま
た
洪
聖
廟
に
針
面
す
る
歌
登
に
お
い
て
歌
曲
、
歌
謡
が
演
唱
さ
れ
る

が
、
宗
洞
に
も
開
接
に
歌
磁
を
奉
献
し
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
事
例
で
は
、
大

宗
族
が
宗
洞
を
中
心
と
す
る
祭
問
に
闘
す
る
限
り
、
演
劇
を
直
接
に
祖
先
紳
位

に
奉
献
す
る
こ
と
に
非
常
に
消
極
的
で
あ
り
、

祭
犯
意
識
の
保
守
性
が
認
め
ら

れ
る
。
さ
ら
に
よ
り
保
守
的
な
地
主
宗
族
で
は
元
符
節
で
歌
肇
の
ご
と
き
も
の

は
全
く
行
わ
ず
、
終
始
宗
洞
内
紳
主
へ
の
奔
種
、
天
后
へ
の
奔
雄
、
献
供
に
集

中
し
て
い
る
と
い
う
。

第
二
章
で
は
宗
族
の
支
汲
・
房
支
の
範
囲
で
「
冠
婚
葬
祭
」
祭
紀
の
際
に
、

祉
制
や
遼
租
に
謝
し
て
奉
献
さ
れ
る
宗
族
家
演
演
劇
が
検
討
さ
れ
る
。
事
例
は

シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
の
僑
民
家
族
の
婚
嘘
儀
躍
で
、
郷
里
の
土
一例
・
社
榊
と
祖
先
へ

の
酬
謝
と
饗
願
と
し
て
、
保
偏
戯
を
奉
じ
献
供
が
行
わ
れ
る
。
婚
躍
で
の
演
目

は
惇
統
的
な
「
北
斗
戯
」

・
「
百
花
橋
」
・
「
田
元
帥
浄
棚
」
で
、
そ
の
後
通
常
の

彩
戯
と
な
る
。
こ
の
婚
柏
崎
演
劇
の
特
色
は
、
祭
壇
の
主
紳
が
租
先
神
位
で
は
な

く
全
て
外
紳
で
あ
り
、
宗
親
一
脚
位
は
孤
魂
肇
と
と
も
に
脇
役
の
位
置
に
あ
る

こ
と
で
、
こ
れ
は
宗
澗
や
租
先
神
位
に
、
直
接
に
演
劇
を
献
ず
る
の
は
タ
ブ
ー

で
あ
る
た
め
だ
と
い
う
。
宗
族
内
祭
柁
に
演
劇
が
入
る
た
め
に
は
、
少
な
く
と

も
常
に
外
紳
祭
柁
を
媒
介
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
の
が
後
進
地
帯

の
郷
村
宗
族
の
保
守
的
祭
柁
観
念
で
あ
っ
た
と
論
じ
る
。
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第
三
一
重
ー
で
は
葬
躍
祭
紀
の
演
劇
が
取
上
げ
ら
れ
る
。
事
例
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

郊
外
の

「
讃
洛
法
数
九
鰻
洞
」
で
十
年
に
一
回
摩
行
さ
れ
る
「
逢
甲
普
度
」
と

い
う
大
建
酸
で
、
目
連
戯
文
を
奉
献
す
る
停
統
が
あ
る
。
こ
の
祭
犯
は
孤
魂
超

度
を
名
目
と
す
る
普
度
の
形
を
と
り
な
が
ら
、
質
質
的
に
は
孤
魂
よ
り
も
郷
親

各
家
族
の
内
一
仰
を
鎮
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
ま
た
宗
族
家
族
の
葬
躍
忌
日

の
儀
躍
の
意
味
が
強
く
、
祭
紀
全
陸
が
目
遠
の
衆
生
超
度
を
中
心
に
組
立
て
ら

れ
て
い
る
。
そ
し
て
鐙
位
に
奉
献
さ
れ
る
目
連
戯
が
甚
だ
し
く
宗
族
主
義
的
に

獲
形
さ
れ
、
元
本
で
は
目
遠
の
遊
歴
露
に
重
熱
が
置
か
れ
る
の
に
射
し
、
典
型

的
な
家
庭
劇
に
仕
立
て
あ
げ
ら
れ
、
終
始
一
貫
し
て
宗
族
社
曾
の
卒
凡
人
の
家

庭
劇
に
終
始
し
た
演
出
と
な
る
。
明
代
以
来
の
宗
族
内
葬
躍
演
劇
の
本
質
は
、

宗
族
成
員
の

「孝
」
を
基
本
と
し
た
儀
躍
で
あ
り
、
五
倫
五
常
の
保
守
思
想
や

権
威
主
義
を
強
く
打
出
し
て
い
る
。

な
お
上
演
さ
れ
る
目
連
戯
(
肉
身
目
連
)
は
、
「
融
問
戒
休
浴
」
を
前
提
と
す

る
宗
教
劇
(
宗
教
儀
躍
)
の
た
め
、
女
性
の
俳
優
は
参
加
を
許
さ
れ
な
い
。

上

演
は
幽
鬼
に
謝
す
る
超
幽
儀
躍
を
随
庭
に
は
さ
み
、
演
劇
と
い
う
よ
り
は
儀
躍

の
形
で
進
行
し
、
演
劇
の
脚
本
は
紳
助
抑
鬼
一
脚
に
献
ず
る
も
の
と
一意
識
さ
れ
る
。

そ
の
た
め
観
客
の
有
無
は
問
題
に
さ
れ
ず
、
祭
杷
演
劇
の
本
来
の
形
態
を
示
す

も
の
だ
と
い
う
。

終
章
で
は
、
第
四
篇
と
本
書
全
箆
の
総
括
が
な
さ
れ
る
。
明
末
以
来
の
同
族

合
問
、
擬
制
血
縁
集
闘
の
形
成
が
、
江
南
先
進
地
帯
で
の
宗
族
内
の
把
租
演
劇

成
立
の
根
践
に
な
っ
た
と
い
う
俵
設
が
あ
る
が
、

後
進
地
帯
の
庚
東
で
は
宗
族

の
保
守
性
か
ら
、

宗
洞
内
演
劇
の
芽
が
育
つ
こ
と
な
く
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

ま
た
純
粋
に
租
先
忽
位
H
H
内
紳
だ
け
に
奉
ず
る
演
劇
形
態
は
な
く
、
全
て
土
地

紳

・
孤
魂
な
ど
の
外
紳
を
共
同
に
犯
る
演
劇
形
態
に
な
っ

て
い
る
。

宗
族
内
紳

演
劇
は
、
常
に
郷
村
大
地
主
宗
族
の
市
場
支
配

・
村
落
支
配
の
一
手
段
と
し
て

設
達
し
て
き
た
中
園
祭
杷
演
劇
の
、
設
展
過
程
の
最
終
段
階
の
形
で
あ
る
。
要

す
る
に
郷
居
の
地
主
宗
族
が
、
商
業
的
利
盆
を
求
め
て
移
住
し
た
城
居
嬢
黙
を

中
心
に
、
分
汲
を
統
合
し
て
僚
制
血
縁
園
陸
に
肥
大
す
る
過
程
で
、
宗
族
内
一
柳

演
劇
が
形
成

・
設
展
し
た
と
い
う
の
が
本
篇
の
結
論
で
あ
る
。

さ
ら
に
本
書
全
陸
の
問
題
黙
を
総
括
す
る
意
味
で、

宗
親
舎
の
形
成
と
郷
村

演
劇
へ
の
宗
族
演
劇
の
影
響
の
問
題
が
検
討
さ
れ
る
。
ま
ず

「
車
に
同
姓
で
あ

る
」
こ
と
で
結
合
す
る
傾
向
が
強
ま
る
と、

族
譜
を
通
ず
る
手
掛
明
き
さ
え
省
略

さ
れ
、
共
通
の
経
済
的
利
盆
の
獲
得
を
目
的
に
同
姓
諸
波
が
合
同
し
、
こ
れ
を

「
同
姓
不
宗
」
の
「
宗
親
曾
」
と
祷
す
。
そ
の
成
員
聞
の
血
縁
意
識
が
禽
く
な

る
に
つ
れ
て
、
内
紳
祭
杷
の
輪
郭
が
ぼ
や
け
て
外
紳
祭
杷
と
区
別
が
あ
い
ま
い

と
な
り
、
人
々
を
参
集
さ
せ
る
た
め
に
祭
紀
儀
曜
の
演
劇
化
の
程
度
が
進
み
、

儒
穫
は
影
が
薄
く
な
る
と
い
う
。
蛍
初
、
演
劇
を
思
避
し
て
い
た
宗
族
に
演
劇

が
は
い
っ
て
く
る
仕
組
み
と
、

宗
穀
倉
(
擬
制
同
族
)
が
成
立
し
綴
大
す
る
仕

組
み
と
は
、
同
一
の
筋
道
の
延
長
線
上
に
あ
る
。

こ
れ
は
日
本
の
近
世
の
村
落

地
主
居
が
、
血
縁
原
理
を
捨
て
て
地
縁
原
理
に
権
力
基
盤
を
求
め
た
の
と
は
逆

に
、
中
園
の
大
地
主
宗
族
が
、
地
縁
祉
曾
〈
郷
村
)
の
組
織
原
理
を
信
頼
す
る

こ
と
が
で
き
ず
、
常
に
血
縁
祉
舎
の
組
織
原
理
に
権
力
の
基
盤
を
求
め
た
こ
と

か
ら
の
必
然
的
結
果
で
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
は
興
味
あ
る
指
摘
だ
が
、
日
本
の

村
落
地
主
屠
が
血
縁
原
理
を
基
盤
と
し
な
い
と
い
う
考
え
に
は
疑
問
が
残
る
。

次
に
中
園
の
地
縁
組
織
は
血
縁
集
圏
H
宗
族
の
寄
木
細
工
的
な
集
合
鐙
で
あ

り
、
地
縁
祉
舎
濁
自
の
設
想
は
な
く
、
地
縁
祭
紀
も
宗
族
の
理
想
た
る
「
天
官

賜
一
漏
(
加
官
耳
目
糠
)
」
と
「
天
妃
迭
子
」
の
儀
躍
が
導
入
さ
れ
る
な
ど
、

宗
族

祭
犯
の
延
長
に
し
か
す
ぎ
な
い
と
明
快
に
論
じ
ら
れ
る
が
、
こ
の
熟
は
な
お
検

討
を
要
す
る
問
題
だ
と
思
わ
れ
る
。

前
著
で
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
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子
」
が
、
中
園
祭
柁
演
劇
に
お
け
る
慶
祝
劇
の
錦
結
貼
で
あ
り
、
「
孤
魂
群
の

摘
何
度
」
が
中
園
祭
杷
演
劇
に
お
け
る
悲
劇
の
母
胎
と
な
っ
た
が
、
そ
の
隻
方
が

い
ず
れ
も
中
園
地
方
祉
舎
を
構
成
す
る
宗
族
の
観
念
世
界
か
ら
出
て
き
て
い
る

黙
を
重
視
す
る
べ
き
と
論
じ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
中
園
祭
叩
演
劇
は
渡
生
以

来
、
常
に
地
主
宗
族
の
地
方
組
織
の
手
段
と
し
て
、
存
立
し
設
展
し
て
き
た
こ

と
に
な
る
と
い
う
。
残
さ
れ
た
問
題
と
し
て
、
祭
紀
演
劇
の
保
守
的
な
枠
組
み

を
打
破
す
る
方
向
に
働
い
た
、

農
民

・
工
人
等
の
「
結
祉
の
演
劇
」
の
分
析
を

あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

以
上
で
拙
い
紹
介
を
終
え
る
が
、

筆
者
の
無
知
無
能
か
ら
田
仲
氏
の
大
著
を

十
分
に
理
解
し
え
ず
に
、
曲
解
し
て
そ
の
内
容
を
紹
介
し
た
こ
と
を
恐
れ
る
。

地
主
宗
族
の
外
科
お
よ
び
内
紳
の
祭
柁
組
織
と
儀
雄

・
演
劇
へ
の
封
臨
胞
の
蹴
変
化

を
通
し
て
、

宗
族
が
村
落
祉
舎
を
い
か
に
支
配
し、

彼
等
の
論
理
を
貫
徹
し
て

き
た
か
を
明
ら
か
に
さ
れ
、
中
園
の
由
民
村
空
閲
の
杜
禽
構
造
(
関
係
)
の
出
変
化

の
過
程
を
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
見
事
に
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
本
書
の
よ
う

に
歴
史
的
な
展
開
を
究
明
す
る
課
題
に
取
組
む
場
合
、
究
際
に
家
行
さ
れ
た
祭

犯
の
儀
躍
・
演
劇
を
寅
地
に
調
査
さ
れ
て
収
集
し
た
資
料
と
、
文
献
史
料
探
索

に
よ
り
集
め
ら
れ
た
資
料
と
を
、
い
か
に
統
合
し
て
歴
史
的
な
議
論
を
構
築
し

て
い
く
か
が
難
し
い
問
題
だ
と
思
う
。
田
仲
氏
に
綴
く
論
考
は
、
川
上
忠
雄

『
中
園
戯
劇
の
歴
史
的
研
究
』
(
高
文
堂
出
版
)
が
出
版
さ
れ
た
程
度
で
非
常

に
少
な
く
、
そ
れ
だ
け
氏
お
一
人
の
御
活
磁
が
目
立
つ
。
今
後
も
中
園
演
劇
史

の
研
究
に
遜
準
さ
れ
る
こ
と
と
思
う
が
、
中
園
世
界
の
み
な
ら
ず
儒
躍
が
な
お

色
濃
く
残
る
朝
鮮
牢
島
を
も
射
程
に
入
れ
ら
れ
た
、
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
東
ア

ジ
ア
世
界
の
演
劇
史
に
ま
で
御
研
究
を
愛
展
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
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